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家
名
捨
て
て
も
理
学
選
ぶ

　

１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
６
月
、
郷
里
・

福
岡（
二
戸
）を
離
れ
た
田
中
舘
の
一
家
は
、

45
日
ほ
ど
か
け
て
東
京
三
田
に
移
っ
た
。
三

田
に
は
慶
應
義
塾
が
あ
っ
た
。
９
月
、
17
歳

の
愛
橘
は
慶
應
義
塾
に
入
学
し
、
英
語
を
学

び
始
め
る
。

　
と
こ
ろ
が
翌
年
３
月
に
福
沢
諭
吉
が
「
本

来
の
学
問
を
正
則
」、「
間
に
合
わ
せ
の
学
問

を
変
則
」
と
分
け
た
大
改
革
を
行
う
。
田
中

舘
は
正
則
を
学
ぶ
が
、
月
謝
３
円
の
負
担
は

大
き
す
ぎ
、
９
カ
月
で
退
学
す
る
。
し
か
し

福
沢
の
薫く

ん
陶と

う
は
甚
だ
し
く
、
田
中
舘
は
「
私

は
福
沢
先
生
の
直
弟
子
だ
」
と
後
々
ま
で

語
っ
た
と
い
う
。

　
天
下
国
家
に
燃
え
て
い
た
田
中
舘
は
、
次

に
官
費
入
学
で
き
る
工
部
大
学
校
を
目
指
す

も
の
の
、「
物
を
作
る
為
の
学
問
は
く
だ
ら

な
い
」
と
思
い
直
し
、
月
謝
の
安
い
大
学
南

校
（
後
の
開
成
学
校
）
に
志
望
を
変
え
る
。

そ
し
て
開
成
学
校
か
ら
独
立
し
た
英
語
学
校

に
入
学
す
る
。

　

夜
明
け
と
共
に
起
き
、
冷
や
飯
を
食
べ
、

神
田
一
橋
ま
で
徒
歩
３
時
間
の
通
学
。
し
か

し
風
雨
の
日
な
ど
は
さ
す
が
に
困
り
、
つ
い

に
は
神
田
な
ど
に
安
下
宿
を
見
つ
け
て
通
っ

た
。

　
英
語
学
校
で
は
校
長
の
肥
田
昭
作
ら
か
ら

理
学
思
想
を
聞
か
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
後

年
理
学
を
選
ぶ
動
機
と
な
っ
た
。

　
田
中
舘
は
英
語
学
校
で
フ
ェ
ン
ト
ン
に
出

会
う
。
６
歳
年
上
の
英
国
人
英
語
教
師
で
ア

マ
チ
ュ
ア
昆
虫
学
者
で
も
あ
っ
た
。
実
に
紳

士
的
な
人
物
で
多
く
の
生
徒
か
ら
敬
愛
さ
れ

た
。
田
中
舘
は
い
つ
の
間
に
か
彼
の
助
手
的

存
在
と
な
り
、
夏
休
み
に
は
案
内
兼
通
訳
と

し
て
採
集
旅
行
に
同
行
。
友
人
あ
る
い
は
兄

弟
の
よ
う
な
間
柄
と
な
る
。

　
１
８
７
６
（
明
治
９
）
年
、
東
京
開
成
学

校
予
科
三
級
生
に
進
み
寄
宿
舎
生
活
を
送

る
。
生
徒
の
中
に
は
政
治
家
に
な
り
治
国
平

天
下
の
意
気
に
燃
え
る
者
も
多
く
、
田
中
舘

も
ま
た
政
治
家
を
夢
見
て
い
た
。

　
し
か
し
、
東
京
大
学
予
備
門
に
進
み
、
山

川
健
次
郎
教
授
（
後
の
東
大
総
長
）
を
は
じ

め
、
浜
尾
新
教
授
（
後
の
文
部
大
臣
、
東
大

総
長
）
ら
の
薫
陶
を
受
け
た
こ
と
で
、
天
下

国
家
を
論
ず
る
だ
け
が
学
問
で
な
い
と
感
じ

始
め
る
。

　
予
科
二
年
に
な
っ
た
田
中
舘
は
、
本
科
の

選
択
で
欧
米
に
比
べ
遅
れ
て
い
る
化
学
部
門

に
進
み
た
い
と
悩
み
始
め
る
。
家
族
の
期
待

を
背
負
っ
て
も
い
た
。

　
二
戸
に
戻
っ
た
父
稲
蔵
に
「
も
し
物
理
学

を
選
べ
ば
、
家
名
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま

今
や
ら
ね
ば

田
中
舘
愛
橘
の
生
涯③

【ミニコラム】　　“初物”尽くし
福岡に蝶

ちょう

好きの外国人
　1877（明治10）年、東京大学予備門で夏休み中の田中
舘はモダンな制服制帽姿で郷里に帰る。この時、英国人英
語教師のフェントンと助手の石川千代松（級友で後の生物
学者）も一緒であった。二人は昆虫採集が目的でやって来た。
福岡の人々は大いに驚いたが、彼らを歓迎した。フェント
ンは蝶を探して「折爪岳に初めて登った外国人」、また「岩
手県北で蜂に刺された最初の外国人」として知られている。

せ
ん
」と
手
紙
で
相
談
す
る
と
、稲
蔵
は「
家

名
の
こ
と
は
気
に
す
る
な
」
と
答
え
、物
理・

数
学
を
専
攻
さ
せ
る
。

　
「
物
理
や
科
学
な
ん
か
選
ん
で
ど
う
や
っ

て
飯
を
食
う
の
か
」
と
か
ら
か
う
友
人
た
ち

に
田
中
舘
は
こ
う
答
え
た
。

　
「
飯
は
茶
碗
と
箸
で
食
う
。
心
配
無
用
！
」

（
中
村
誠
＝
田
中
舘
愛
橘
会
事
務
局
長
）

友
人
の
よ
う
に
親
し
く
交
流
し
た
英
国
人
英
語
教
師
フ
ェ
ン
ト

ン
と
21
歳
の
こ
ろ
の
田
中
舘
愛
橘
＝
１
８
７
７
（
明
治
10
）
年

ご
ろ
（
田
中
舘
愛
橘
記
念
科
学
館
提
供
）




